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パネルの趣旨

 IPv4の枯渇が、諸説あるにしろ3年後くらいには現実の

ものとなりそうな雰囲気となってきた。

 IPv4アドレスのアドレス確保やIPv6移行に関する政治的

な動きは数多くある。

 一方で、「技術的な観点から」、「オペレーターとして何か
準備しておくことはないのだろうか？」



本日のお題

 パネラーの皆様の業務において、現在心配されているこ
とをつまびらかにしていただく。

 それぞれの立場でどういう対策があるのかをご披露して
いただく。

 その上で、どういう問題に直面するかを明らかにして
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パネルの進め方

 最初にネタ出しのために、JPNICで先ごろ発表になった、
「IPv4アドレス在庫枯渇問題に関する検討報告書」につ

いて簡単にご説明いただきます。

 次に各パネラーの皆様から、それぞれの立場での技術
的課題や問題点と思われることについてご披露いただき
ます。

 これらご披露いただいた内容をもとに、今後オペレー
ターとしてどのような対策が必要かについて議論してま
いります。



議論のフォーカス

 IPv4枯渇の議論は得てして政治的な話題に陥りがち。

 本セッションでは、あえて「技術・対応策」にフォーカスし
てディスカッション。

 政治的な部分については、「そういう問題がある」として深く
突っ込まない。

 コスト的な問題も大きいので、多少は考える。



全体として


